






入学年度および実施時期 2025年度 第1期 

修士課程・博士課程の別 修士課程 

実施研究科 文学研究科 

専攻・コース等 日本文化専攻 

⼊試⽅式 留学生入試 

科⽬名 日本語 

試験実施⽇ 2024年9⽉4⽇
解答⼜は解答例及び出題意図

（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと）

【出題意図】 

授業内容や研究論文を理解することのできる語彙・文法・敬語についての日本語力が身につ

いているか。日本語の文章を理解し、その要点をまとめることができる力を有しているかを

見るために、要約を出題した。研究論文を作成する際に必要な読解力および文章をまとめる

力があるかを問う出題です。 

また、円滑なコミュニケーションのため、高度な日本語の使用者として必要な敬語について

も出題しました。 

【解答例（採点時の観点）】 

〔１〕 

問１ ５ 

問２ 「お荷物」の意味が正確に捉えられているか、について出題しました。 

問３ 皮肉 

問４ ３ 

問５ 直後に「ご利用ください」と呼びかけるのは「買ってください」ではあからさま過

ぎて、品位も丁寧さも感じられない。党の表現から解答できる。 

問６ 「買う」が「求める」や「利用する」に置き換えられることで、品位が確保され、

文体レベルが上げられるのである。 

問７ 文章を正確に読み取り、まとめる力について問います。 解答例 省略 

〔２〕 

相手側（ソト）のことであるか、自分側（ウチ）のことであるかで、どのような語を使用

するのか使いこなすことは大事なことです。また、大問〔１〕の内容にもかかわる（あい

まいさが丁寧につながる）点についても、具体的に理解できているかについて出題しまし

た。 

解答例 

１ 明日の朝６時に、車で社長のお宅まで迎えに上がります。 

２ 事情をご理解下さったので、嬉しく存じます。 

３ 先生がおっしゃったことについて、祖父に意見を聞いてみました。 

４ 弊社では、女性社員が４名ほど働いております。 

５ お好きなお寿司がありましたら、どうぞお知らせください。 





 

入学年度および実施時期 2025年度 第1期 

修士課程・博士課程の別 修士課程 

実施研究科 文学研究科 

専攻・コース等 地域社会システム専攻 

⼊試⽅式  留学生入試 

科⽬名 選択（その1） 

試験実施⽇ 2024年9⽉4⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  

（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 

大問2問を出題した。1．は社会学を中心とした関連諸分野（社会調査、福祉・医療）につ

いての基礎知識があるかを確認するために、計7の用語から3つを選択し、その簡潔な説明を

求めた。2．は小問3つからなる、社会調査における倫理について問う問題である。自らの考

えを理論的にまとめることができるかを確認するとともに、基礎的な社会倫理の知識がある

かを確認するために、論述を求めた。 

 

【解答例（採点時の観点）】 

 1．は、社会学を中心とした関連諸分野についての計7の用語から3つを選択し、その内容

を説明するものである。語句説明の仕方は複数ありうるとともに、用語すべてについて回答

例を示すと膨大な分量となるため、以下に、採点の基準のみを示す。 

・用語の正確性：説明が社会学の標準的な理解と一致し、核心的な特徴を捉えているか。 

・説明の簡潔性と明瞭性：冗長さを避け、1-2文で本質を的確に表現しているか。 

・社会学的文脈の適切性：社会学の理論・研究領域と関連づけられているか。 

 

 2．は、社会調査の倫理的側面を多角的に論じさせることで、必要な倫理意識を評価する

ことを目的としている。単なる知識の羅列ではなく、遵守すべき課題や将来的な対応策を論

述させることで、調査全体への視野の広さを評価する。論述の方法は複数あり得るため、こ

こでは回答例を提示せず、採点時の観点のみを示す。 

・遵守すべき倫理的事項について、基礎的な知識を有しているか。 

・調査対象者の権利尊重を理解し、自らの立ち位置を意識できているか。 

・現実の調査現場で生じ得る困難を具体的に想定し、調査全体を見渡せているか。 

 





 

入学年度および実施時期 2025年度 第1期 

修士課程・博士課程の別 修士課程 

実施研究科 文学研究科 

専攻・コース等 地域社会システム専攻 

⼊試⽅式  留学生入試 

科⽬名 選択（その2） 

試験実施⽇ 2024年9⽉4⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  

（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 

豊橋市（問題には都市名を記載していない）の中心市街地の2万5千分の1地形図の内容を

読解し、市の「防災計画」を立てると仮定した時の留意する点と具体的な防災計画を記

述・提案させる内容である。地域社会システム専攻で学習した内容を高度職業人ならびに

研究者として具体的に地域計画として役立てる姿勢と立案能力、その基礎となる学力の程

度を確認する意図で出題した。 

 

【解答例（採点時の観点）】 

採点時には次の観点から総合的に評価を行う。（1）地形図から当地域が抱えている災害

への脆弱性と耐性（津波や洪水へのリスク、道路網や家屋の密集度、防災拠点となりえる

公共施設の数と分布等）を適切に読解できているか。（2）上記を踏まえた防災計画（避

難所の配置、防災拠点整備、避難路・救援路の確保、堤防の整備等）を具体的に立案でき

ているか。（3）特に、当地の地形図から読み取れる特徴として、市役所の北側を西流す

る大河川沿いの堤防が不連続（霞堤）となっており、これが伝統的な当地域の洪水対策と

なっていること、それから読み取られるように当地域は度々洪水に襲われるリスクを抱え

て来た地域であることが読解できているか。 

 

 

 





 

入学年度および実施時期 2025年度 第1期 

修士課程・博士課程の別 修士課程 

実施研究科 文学研究科 

専攻・コース等 地域社会システム専攻 

⼊試⽅式  留学生入試 

科⽬名 選択（その3） 

試験実施⽇ 2024年9⽉4⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図  

（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由を示すこと） 

【出題意図】 

留学生入試のため、日本社会に特化せず、世界的な傾向について出題した。第一問目のジ

ェンダー問題は、ジェンダー主流化概念が示すように、社会のあらゆる領域について関係す

るテーマであるため、出題した。第二問目は、個人化、格差と貧困の拡大、少子高齢化と過

疎化は先進国を筆頭に起きている現象であるが、グローバル化の中で世界中を巻き込んだ進

行となっているため、その理解と考察を問うた。 

 

【解答例（採点時の観点）】 

模範解答例があるというよりも、受験者の、この二つのテーマへの向き合い方や観点を

問うもののため、採点時の観点のみを解説する。 

 第一問目は、ジェンダーについて問うものである。特に落としてほしくない論点とし

て、ケア、グローバリゼーション、LGBTを例示した。その中でもケアはもちろん中心概念

である。社会的介護の制度が整備されている先進国と、社会的介護が進んでいないが出稼

ぎ労働として介護労働者を送り出している後進国との関係に見られるケアのグルーバル化

などを記述できれば、二つの概念の関係が論じられる。ケア労働の送り出し国でない後進

国もあるため、グローバル化が伝統社会のジェンダー構造にどのような影響を与えている

かといった記述も可能だろう。またジェンダーに対するバックラッシュが、グローバリゼ

ーションがもたらす雇用の解体などを通じて起こっている現象なども記述できると思われ

る。LGBTも(近代)結婚制度の在り方を問い、ジェンダー社会の性別二元論を問うものとし

て重要な切り口であると思われる。 

 第二問目は、個人化(主に先進国)、格差と貧困の拡大、少子高齢化と過疎化といった現

象に対する社会政策の在り方について問うた。特に、昨今では、グローバリゼーションが

加速させているこれらの現象に対し、国が分断され、外国人の排除やヘイトを生み出す現

象が起こっているため、必要な社会政策上の観点を問うた。ジェンダー政策もここには関

与するため、第一問とも関係する。地域社会の解体が背景にあるため、自治や民主主義社

会をどう構築しうるか、そのために必要な自律的な地域社会をどう設計・維持できるかの

観点での記述を評価した。 

 

 

 

 




